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》
研
究
ノ
ー
ト
《
① 

鎌
倉
海
浜
ホ
テ
ル
追
憶 
（
そ
の
２
） 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 
 

ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
の
設
計
図 

 

明
治
末
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
写
真
や
絵
は
が

き
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
海
浜
ホ
テ
ル
は
洋
風
総
二
階

建
て
、
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
様
式
の
堂
々
と
し
た
建
物

で
あ
る
。
初
期
の
下
見
板
張
り
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
風
の
も

の
と
は
か
な
り
違
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
新
し
い
建
物
が
、
御
雇
い
外
国
人
建
築
家
イ
ギ

リ
ス
人
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
の
設
計
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
一
般
に
は
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
コ
ン
ド
ル
の

作
品
集
に
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
で
、
ど
こ
ま
で

コ
ン
ド
ル
が
関
わ
っ
た
の
か
疑
問
が
存
在
す
る
と
い

う
。 

 

現
在
コ
ン
ド
ル
に
よ
る
設
計
図
は
京
都
大
学
で
十

三
枚
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
立
面
図
二
枚
、
平
面
図
九
枚 

（
一
階
五
枚
・
二
階
四
枚
）、
基
礎
伏
図
一
枚
、
玄
関 

詳
細
図
一
枚
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
図
面
に
つ
い
て
河
東 

義
之
氏
が
詳
し
く
分
類
と
分
析
を
加
え
て
お
ら
れ
る
。 

       

（
『
コ
ン
ド
ル
建
築
図
面
集
』
中
央
公
論
美
術
出
版
社
） 

氏
は
図
面
を
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
い
る
。

そ
の
内
、
図
面
表
題
（Proposed Sea-side Hot

el)

と
サ
イ
ン
（Josiah 

Conder 
Architect

）
が
記
さ

れ
て
い
る
の
は
第Ⅰ

グ
ル
ー
プ
の
三
枚
の
み
で
そ
の

中
の
立
面
図
に
は
日
付
（July 

1906

）
が
書
か
れ
て

い
る
。
平
面
図
に
書
か
れ
た
部
屋
数
は
一
階
二
十
三
室
、

二
階
二
十
七
室
、

計
五
十
室
で
あ

る
。
中
央
部
に
は

大
き
め
の
部
屋

が
東
西
一
列
に
、

右
翼
部
に
は
小

さ
め
の
部
屋
が

南
北
二
列
に
配

置
さ
れ
て
い
る
。

三

枚

と

も

鉛

筆
・
彩
色
仕
上
げ

で
あ
る
。 

第Ⅱ

第Ⅲ
第

Ⅳ

グ
ル
ー
プ
の
図
面
は
全
て
平
面
図
で
あ
る
が
、
部
屋

の
配
置
と
数
、
左
翼
部
に
あ
る
食
堂
の
形
や
階
数
に
違

い
が
あ
る
。
三
グ
ル
ー
プ
と
も
部
屋
は
中
央
部
が
二
列

に
細
か
く
区
切
ら
れ
、
第Ⅱ

で
は
右
翼
部
南
北
に
も
部

屋
が
あ
る
の
で
全
六
十
九
室
に
増
え
、
第Ⅲ

で
は
右
翼

の
部
屋
が
無
く
、
そ
の
代
わ
り
に
食
堂
の
二
階
に
十
部

屋
配
置
さ
れ
全
五
十
室
で
あ
る
。
第Ⅳ

に
は
二
階
平
面

図
が
欠
け
て
い
る
の
で
総
室
数
が
わ
か
ら
な
い
が
、
一

階
平
面
図
は
第Ⅲ

と
ほ
ぼ
同
じ
で
一
階
部
屋
数
は
同

じ
十
八
室
で
あ
る
。
さ
ら
に
第Ⅳ

に
は
基
礎
伏
図
・
基

礎
断
面
図
・
詳
細
図
が
付
い
て
い
る
。 

第Ⅴ

グ
ル
ー
プ
に
は
平
面
図
、
立
面
図
、
玄
関
部
分

詳
細
図
が
あ
り
、
部
屋
数
は
食
堂
の
階
上
の
部
屋
を
大

き
め
に
取
っ
た
せ
い
か
第Ⅲ

よ
り
少
な
く
全
四
十
四

室
と
な
っ
て
い
る
。
第Ⅲ

Ⅳ
Ⅴ

で
は
何
れ
も
食
堂
の
上

に
部
屋
を
配
置
し
て
い
る
。 

鎌
倉
市
中
央
図
書
館 

近
代
史
資
料
室
だ
よ
り 
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そ
こ
で
実
際

の
建
物
と
お
お

よ
そ
の
比
較
を

し
て
み
る
と
、

実
際
に
は
食
堂

が
二
階
建
で
、

一
階
の
食
堂
広

間
の
上
に
部
屋

が
乗
っ
て
い
た
。

第Ⅰ

第Ⅱ

で
は

食
堂
が
平
屋
で

あ
っ
た
が
、
初

期
の
コ
ン
ド
ル
の
意
図
が
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
平
屋
で
あ
れ
ば
関
東
大
震
災
に
も
潰
れ
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。 

ま
た
実
際
に
は
右
翼
部
に
部
屋
が
あ
る
。
第Ⅰ

第Ⅱ

グ
ル
ー
プ
の
図
面
が
該
当
す
る
が
、
南
の
海
側
だ
け
の

よ
う
で
も
あ
り
、
外
観
だ
け
で
は
設
計
図
と
比
較
す
る

の
が
難
し
い
。
第Ⅲ

Ⅳ
Ⅴ

に
は
右
翼
部
に
部
屋
は
無
い
。 

第Ⅴ

グ
ル
ー
プ
の
立
面
図
と
玄
関
部
詳
細
図
は
写

真
で
見
る
実
際
の
建
物
と
類
似
し
て
い
る
。
特
に
玄
関

は
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
の
意
匠
も
含
め
て
そ
っ
く
り

に
見
え
る
。
立
面
図
で
は
右
翼
部
分
を
除
い
て
中
央
部

と
大
食
堂
は
一
致
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
実
際
の
建
物
に
完
全
に
一
致
す
る
最

終
的
な
設
計
図
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
コ
ン
ド
ル
の
設

計
が
基
本
に
な
っ
て
改
築
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
と

思
え
る
。 

 

当
時
の
新
聞
に
は
、
旧
建
物
を
修
繕
し
た
の
で
、
新

築
落
成
ま
で
そ
れ
を
仮
用
す
る
（
「
貿
易
新
報
」
明
治

４
０
年
３
月
１
７
日
）
と
あ
り
、
翌
明
治
四
十
一
年
に

は
新
館
が
落
成

し
た
の
で
、「
附

属
建
物
西
洋
造

二
階
建
一
棟
凡

そ
百
七
十
坪
売

却
広
告
」
を
出

し
て
い
る
（「
貿

易
新
報
」
明
治

４
１
年
６
月
１

日
）。 

 

ま
た
当
時
ホ

テ
ル
が
出
し
た

二
色
刷
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「K

A
M

A
K

U
R

A
 
 

K
A

IH
IN

-IN
 
H

O
T

E
L

」
に
は
表
紙
に
大
仏
の
写
真

を
載
せ
、
中
に
は
背
の
高
い
松
林
越
し
に
見
え
る
新
し

い
ホ
テ
ル
の
海
側
全
景
、
食
堂
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
ビ
リ
ヤ

ー
ド
ル
ー
ム
の
写
真
そ
し
て
支
配
人
青
山
和
三
郎
を

中
心
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
収
ま
っ
て
い
る
。
大
々
的
な

増
改
築
を
終
え
次
の
発
展
を
期
待
し
て
い
る
様
子
が

伝
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
改
築
の
出
費
は
そ
の
後
の

経
営
に
重
く
の
し
か
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

  
 

著
名
な
宿
泊
者 

 

明
治
二
十
年
の
開
設
以
来
、
内
外
の
著
名
人
が
宿
泊

し
、
な
か
で
も
外
国
人
の
数
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
前

号
の
年
表
で
表
記
し
た
。 

新
築
し
た
ば
か
り
の
ホ
テ
ル
で
長
期
宿
泊
し
た
の

は
、
ド
イ
ツ
人
細
菌
学
者
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
夫
妻
で

あ
っ
た
。
世
界
漫
遊
旅
行
に
出
て
い
た
コ
ッ
ホ
博
士
は
、

日
本
の
北
里
柴
三
郎
達
の
歓
迎
を
受
け
、
明
治
四
十
一

年
（
１
９
０
８
）
六
月
、
横
浜
に
到
着
し
各
地
で
講
演

や
歓
迎
会
に
招
か
れ
忙
し
く
日
本
国
内
を
ま
わ
っ
て

い
た
。
静
養
の
た
め
に
日
光
を
訪
れ
た
が
、
梅
雨
時
の

季
候
が
合
わ
ず
、
七
月
三
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
海
浜

院
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
由
比
ヶ
浜
の
海
辺
を
楽
し
ん
だ
。

鎌
倉
の
医
師
達
と
交
流
し
た
様
子
が
ホ
テ
ル
の
庭
で

撮
っ
た
記
念
写
真
に
残
っ
て
い
る
。
ホ
テ
ル
の
サ
ー
ビ

ス
に
も
満
足
し
た
ら
し
く
、
帰
国
に
際
し
夫
妻
は
、
働

い
て
い
た
女
性
村
木
キ
ヨ
（
通
称
は
な
）
を
ド
イ
ツ
ま

で
連
れ
て
行
っ
た
。
彼
女
は
ド
イ
ツ
で
博
士
の
死
を
看

取
り
、
二
年
後
無
事
日
本
に
帰
国
し
た
。
ア
メ
リ
カ
経

第Ⅴ 立面図 

第Ⅴ 玄関詳細図 
海側、松林越しに見た海浜院ホテル 
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由
で
ド
イ
ツ
へ
渡
り
、
帰
り
は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
、
当

時
地
球
を
一
周
し
た
鎌
倉
の
女
性
は
彼
女
し
か
い
な

い
。
外
へ
向
か
う
海
辺
の
人
の
気
質
を
感
じ
る
。 

 

当
時
（
大
正
三
年
）
小
説
家
夏
目
漱
石
は
「
こ
こ
ろ
」

を
新
聞
連
載
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
主
人
公
が
ホ
テ

ル
の
海
側
の
出
口
の
砂
浜
で
「
先
生
」
に
会
う
場
面
が

書
か
れ
て
い
る
。
漱
石
も
ホ
テ
ル
に
は
立
ち
寄
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。 

 

大
正
期
の
ホ
テ
ル
経
営 

 

ホ
テ
ル
の
経
営
に
は
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
苦
労
が
と
も
な
う
。
支
配
人
青
山
の
経
営
は
、

新
館
建
築
後
し
ば
ら
く
は
繁
盛
し
た
も
の
の
不
景
気

時
代
に
直
面
し
、
青
山
は
辞
任
し
、
三
代
目
支
配
人
ベ

ル
ノ
ン
氏
ヘ
交
代
し
た
。
し
か
し
不
景
気
は
深
刻
化
し
、

一
年
間
の
損
失
金
二
万
円
余
と
な
り
、
ホ
テ
ル
閉
鎖
の

危
機
を
迎
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
「
鈴
木
原
稿
」）
。 

や
が
て
大
正
五
年
、
明
治
屋
磯
野
長
蔵
が
土
地
・
建

物
・
営
業
権
一
切
を
十
二
万
五
千
円
で
買
得
し
社
長
に

就
任
し
、
社
名
も
「
株
式
会
社 

鎌
倉
海
浜
ホ
テ
ル
」

と
改
称
し
た
。
定
款
に
は
「
当
会
社
は
内
外
の
賓
客
の

宿
泊
・
宴
会
・
貸
席
並
び
に
酒
類
・
煙
草
類
の
販
売
お

よ
び
こ
れ
に
関
連
し
て
必
要
又
は
有
益
な
事
業
を
営

む
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
（
『
明
治
屋
百
年
史
』
）
と
述

べ
て
い
る
。
磯
野
は
資
本
金
を
六
十
万
円
に
増
資
し
、

松
方
乙
彦
、
茂
木
惣
兵
衛
ら
有
力
な
株
主
三
十
名
を
揃

え
た
。
そ
の
後
大
正
十
二
年
関
東
大
震
災
に
至
る
ま
で

順
調
な
経
営
が
続
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。 

 

開
業
と
同
時
に
超
満
員
大
盛
況
で
あ
っ
た
の
は
、
ロ

シ
ア
革
命
亡
命
ロ
シ
ア
人
に
よ
る
長
期
滞
在
や
欧
州

大
戦
に
よ
る
好
景
気
で
日
本
人
成
金
の
ホ
テ
ル
利
用

が
著
し
か
っ
た
と
さ
れ
る
（
「
鈴
木
原
稿
」
）
。
さ
ら
に

ベ
ル
ノ
ン
支
配
人
の
料
理
の
魅
力
に
よ
り
ド
イ
ツ
人

洋
菓
子
職
人
ユ
ー
ハ
イ
ム
夫
人
エ
リ
ー
ゼ
、
カ
フ
ェ
ユ

ー
ロ
ッ
プ
支
配
人
バ
ン
ホ
ー
テ
ン
、
豚
肉
加
工
業
者
ウ

ォ
ル
シ
ュ
ケ
等
が
滞
在
し
ま
さ
に
千
客
万
来
だ
っ
た
。 

ま
た
ロ
シ
ア
よ
り
亡
命
し
た
バ
レ
リ
ー
ナ
、
エ
リ
ア

ナ
・
パ
ヴ
ロ
バ
、
ナ
デ
ジ
タ
・
パ
ヴ
ロ
バ
が
大
正
八
年

夏
、
横
浜
ゲ
ー
テ
座
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
翌
日
（
八
月
二

十
七
日
）
海
浜
ホ
テ
ル
で
上
演
し
た
。
華
や
か
な
賑
わ

い
が
見
え
て
く
る
。 

 
こ
の
繁
盛
の
中
で
さ
ら
に
建
物
増
築
が
行
わ
れ
た
。 

大
正
九
年
七
月
、
右
翼
部
に
海
に
向
か
っ
て
、
バ
ス
付

き
二
十
四
室
を
持
つ
二
階
建
て
が
新
築
さ
れ
た
。
有
名

な
「
曾
禰
・
中
條
建
築
事
務
所
」
に
よ
る
設
計
で
あ
る
。

こ
の
時
海
側
中
央
に
庭
に
突
き
だ
し
た
ラ
ウ
ン
ジ
も

増
築
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
十
月
、
鎌
倉
は
「
世

界
日
曜
学
校
大
会
」
参
加
者
一
千
人
を
鎌
倉
に
迎
え
た
。

そ
の
内
海
浜
ホ
テ
ル
は
休
憩
所
と
し
て
三
百
五
十
人

を
受
入
れ
た
。 

 

当
時
の
思
い
出
を
の
ち
の
支
配
人
黒
川
威
は
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
冬
の
海
浜
ホ
テ
ル
の
客
室
の

中
に
は
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス
が
あ
っ
て
薪
や
石
炭
を
く

べ
て
、
暖
を
と
る
仕
か
け
だ
っ
た
。
廊
下
や
食
堂
は
全

部
ス
ト
ー
ブ
を
備
え
て
温
め
て
い
た
の
が
、
大
正
末
期

に
な
っ
て
ス
チ
ー
ム
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
を
取
り
付
け
た

か
ら
、
廊
下
に
出
て
も
冬
の
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
。」

（『
嗜
好
』4

3
4

号
・
明
治
屋
） 

 

し
か
し
、
大
正
十
二
年
九
月
一
日
、
関
東
一
円
を
襲

っ
た
大
震
災
で
鎌
倉
町
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
被
っ
た
。

倒
壊
家
屋
の
下
敷
き
、
津
波
、
火
災
な
ど
で
四
百
十
二

名
が
死
亡
し
た
。
海
浜
ホ
テ
ル
も
大
食
堂
が
倒
壊
し
、

二
人
の
従
業
員
が
圧
死
し
た
。
写
真
左
手
前
の
建
物
は

窓
が
壊
れ
た
ラ
ウ
ン
ジ
、
そ
の
奥
が
一
階
が
潰
れ
た
大

食
堂
。 

 

し
か
し
、
い

ち
早
く
復
旧
作

業
に
入
り
、
翌

大
正
十
三
年
六

月
に
は
再
開
し

た
。
そ
し
て
支

配
人
に
は
、
新

た
に
元
日
本
郵

船
ロ
ン
ド
ン
支

店
長
を
経
験
し

た
春
田
助
太
郎
を
迎
え
た
（
九
月
）
。
ホ
テ
ル
が
競
争

時
代
に
入
る
な
か
大
衆
向
け
政
策
を
と
り
な
が
ら
、
新

た
な
時
代
に
踏
み
出
し
て
ゆ
く
。
昭
和
の
海
浜
ホ
テ
ル

は
次
号
で
紹
介
し
た
い
。
カ
ラ
ー
刷
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
類
も
多
く
興
味
深
い
時
代
で
あ
る
。
（
大
正
・
昭
和

期
の
略
年
表
は
次
号
で
掲
載
の
予
定
）（
平
田
恵
美
記
） 
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》
平
成
二
五
年
度
郷
土
資
料
展
報
告
《 

九
〇
年
前
の 

「
関
東
大
震
災
」
と 

鎌
倉 

―
一
九
二
三
年
九
月
一
日
の
震
災
写
真
か
ら
見
え
る
も
の
― 

展
示
期
間 

九
月
一
日
（日
）～
一
〇
日
（火
） 

 

一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
九
月
一
日
、
午
前
一

一
時
五
八
分
、
相
模
湾
北
部
を
震
源
と
す
る
プ
レ
ー
ト

型
地
震
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
ク
ラ
ス
の
地
震
が
関
東

南
部
か
ら
東
京
方
面
を
襲
い
ま
し
た
。
鎌
倉
は
一
瞬
の

う
ち
に
壊
滅
し
、
山
は
崩
れ
一
時
は
陸
の
孤
島
の
よ
う

な
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
『
鎌
倉
震
災
誌
』（
昭
和
五
年 

鎌
倉
町
役
場
刊
）
に
よ
れ
ば
、
被
害
は
鎌
倉
町
で
全
壊

一
四
五
五
戸
、
半
壊
一
五
四
九
戸
、
埋
没
し
た
家
八
戸
。

さ
ら
に
津
波
に
よ
る
流
失
一
一
三
戸
、
地
震
直
後
の
火

災
で
全
焼
が
四
四
三
戸
に
の
ぼ
り
、
半
焼
は
二
戸
で
、

死
者
四
一
二
名
、
重
傷
者
三
四
一
名
を
数
え
ま
し
た
。

大
船
（
山
ノ
内
を
含
む
）
の
被
害
は
全
壊
四
五
〇
戸
、

半
壊
八
〇
戸
、
死
者
一
八
名
、
負
傷
者
は
二
三
名
。
腰

越
津
村
の
被
害
は
全
半
壊
合
せ
て
三
一
〇
戸
、
死
者
七

〇
名
で
し
た
。
な
お
、
深
沢
村
も
か
な
り
の
被
害
を
蒙

っ
た
よ
う
で
す
。（
展
示
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
） 

 

今
回
の
展
示
で
は
、
近
代
史
資
料
室
に
所
蔵
し
て
い

る
『
鎌
倉
震
災
誌
』
作
成
時
の
原
稿
を
は
じ
め
、
「
震

災
書
類
」
、「
震
災
写
真
」
、「
震
災
手
記
」
、「
震
災
絵
巻
」

な
ど
を
五
つ
の
展
示
ケ
ー
ス
で
紹
介
し
ま
し
た
。 

展
示
ケ
ー
ス
①
『
鎌
倉
震
災
誌
』
が
出
来
る
ま
で 

こ
の
本
は
、
一
九
二
三
年
九
月
一
日
の
地
震
と
津
波
、

さ
ら
に
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
鎌
倉
町
の
被
害
の
状
況

と
復
興
の
過
程
を
克
明
に
記
録
し
、
後
世
の
私
た
ち
に

事
実
と
教
訓
を
伝
え
て
い
ま
す
。
資
料
集
め
な
ど
、
編

集
に
は
多
大
な
苦
労
が
と
も
な
い
、
七
年
の
歳
月
を
要

し
昭
和
五
年
に
版
行
さ
れ
ま
し
た
。 

展
示
物
【『
鎌
倉
震
災
誌
』
清
書
原
稿
・
原
稿
「
序
」
鎌
倉

町
長
清
川
来
吉
・
『
鎌
倉
震
災
誌
』（
昭
和
五
年
）
な
ど
】 

       

展
示
ケ
ー
ス
②
『
震
災
書
類
』
よ
り 

震
災
直
後
か
ら
鎌
倉
町
役
場
が
お
こ
な
っ
た
事
務

に
関
す
る
書
類
が
六
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

【
『
震
災
書
類 

鎌
倉
町
役
場
』
（
六
冊
）
・
鎌
倉
警
備
隊

警
戒
配
備
要
図
・
復
興
調
査
委
員
会
開
催
通
知
な
ど
】 

      

展
示
ケ
ー
ス
③ 

救
援
物
資
と
配
給 

町
の
名
士
や
商
店
、
海
軍
、
各
地
か
ら
救
援
物
資

が
集
め
ら
れ
、
食
料
品
を
は
じ
め
、
蝋
燭
や
毛
布
な

ど
生
活
必
需
品
が
配
給
さ
れ
ま
し
た
。 

【
配
給
品
領
収
書
・
廉
売
品
請
求
書
な
ど
】      

展
示
ケ
ー
ス
④ 

社
寺
の
被
害
調
査 

 

各
社
寺
か
ら
の
報
告
書
や
、
被
害
一
覧
が
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
焼
失
は
免
れ
ま
し
た
が
、
神
社
社
殿
で

は
、
全
壊
十
棟
、
半
壊

四
棟
、
寺
院
堂
宇
で
は
、

全
壊
二
十
八
棟
、
半
壊

二
十
五
棟
の
被
害
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

【
極
楽
寺
被
害
届
・「
寺
院
倒
壊
届
」
補
陀
洛
寺
な
ど
】 

展
示
ケ
ー
ス
⑤
「
坂
ノ
下
埋
立
地
」
に
描
か
れ
た
震
災

復
興
・
昭
和
の
夢 

 

（
資
料
寄
贈
：
武
田
光
比
古
氏
） 

震
災
後
も
放
置
さ
れ
て
い
た
坂
ノ
下
字
霊
仙
か
ら

稲
村
ガ
崎
に
い
た
る
海
岸
線
一
帯
を
埋
め
立
て
て
、
一

般
住
宅
・
遊
園
地
・
ホ
テ
ル
を
建
設
す
る
計
画
が
あ
り

ま
し
た
。
（
８
頁
の
「
寄
贈
資
料
紹
介
欄
」
を
参
照
） 

【
「
公
有
水
面
埋
立
許
可
願
」
昭
和
三
年
三
月
十
五
日
・

「
鎌
倉
由
比
ヶ
浜
分
譲
地
案
内
」
な
ど
】 

「鎌倉震災誌稿」 

謄写版刷割付原稿 

「物品請入簿」 

（大正十二年九月 

～十月十六日） 
「社寺書類」 

震災被害調 

「震災書類 一」 

余震や飲料水に関する

注意、被害概況など官公

衙関係の文書がまとめら

れている。 
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霊山崎より見た由比ヶ浜海嘯のあと 

 海を見たら急に海水が沖の方へ引

き出した。 

其の時津波が来るぞ、逃げろと言う

声がした。子供達は稲荷様の松の木

（５本あり今の１０倍位い広かつた）

にだきつけと言う声に１０人位の子

供達が松の木にだきついた。途端、海

の方から土茶黒いようぜん山（霊仙

山、高さ８米位）がかぶつて来た。こ

れが津波だつた。 

 気を失つてゐた私達が気がついた

とき秋元さん前の空地に５，６本ある

大きなアジサイの木にぶら下がつて

ゐた。    

（木村春夫氏手記より） 

〇
震
災
写
真
か
ら
見
え
る
も
の 

展
示
写
真
の
多
く
は
、
震
災
後
間
も
な
く
、
こ
の
惨

状
を
記
録
す
る
こ
と
を
重
要
と
考
え
た
「
鎌
倉
同
人

会
」
（
陸
奥
廣
吉
）
が
、
長
谷
在
住
の
写
真
師
山
辺
善

次
郎
に
依
頼
し
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
写
真
は
希
望
者

に
頒
布
さ
れ
市
民
の
手
に
残
り
ま
し
た
。 

【
大
仏
前
進
／
八
幡
前
通
り
（
画
）
／
鎌
倉
停
車
場
前
／
鎌
倉

銀
行
・
町
役
場
あ
と
／
ガ
ー
ド
下
か
ら
停
車
場
付
近
焼
け
跡
／

立
退
き
先
標
柱
／
八
幡
前
火
事 

な
ど
】 

 

         

         

 

〇
「
震
災
手
記
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

当
時
、
震
災
を
体
験
し
た
方
の
手
記
を
は
じ
め
、
鎌

倉
在
住
の
作
家
、
大
佛
次
郎
、
久
米
正
雄
な
ど
の
震
災

に
関
す
る
文
章
、
約
六
十
点
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

〇
「
長
谷
・
坂
ノ
下
津
波
の
図
」（
左
図
） 

（
作
成
：
渋
谷
雅
子
・
伊
東
雅
江
） 

「
そ
の
日
は
朝
か
ら
雨
模
様
で
、
蒸
し
暑
か
っ
た
。
昼

前
か
ら
晴
れ
て
さ
ら
に
暑
く
な
っ
た
。 

 

 

お
昼
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
と
し
て
い
た
時
、
グ
ラ
ッ
と

来
た
。
身
体
が
コ
ロ
コ
ロ
転
が
っ
て
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
。

思
わ
ず
松
の
木
に
し
が
み
つ
い
た
。
…
」 

           

      

一の鳥居 

 瀬戸内海犬島の石で、寛文 8 年

（1668）に建造されて以来、幾度

かの大地震で破損したという記録

があるが、ついに倒壊してしまっ

た。修復再建されたのは、実に昭和

12 年 3 月であった。 

鎌倉停車場前 

 激震と火災が間近まで襲ったが、

大正５年に建築した駅舎は幸い無

事な姿をとどめている。 

大仏前進 

庫裡は全壊、大仏も全体が１尺５

寸（約 45 ㎝）ほど前にずり出し、

基壇の前の方が 1 尺５寸 ほど沈下

した。さらに翌年１月１５日の強震

で全体が１尺ほど後退した。なお、

津波はここまでは到達していない。 

 

長谷・坂ノ下津波の図 

この絵図は、体験者の手記をもとに作製しました。 
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〇
追
悼
―
震
災
一
周
忌 

 
大
震
災
で
の
殉
難
各
位
を
祭
る
た
め
に
、
大
震
災
追

悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

【「
大
震
災
追
悼
式
弔
詞
」
鎌
倉
町
長
清
川
来
吉
な
ど
】 

〇
震
災
復
興 

 

震
災
か
ら
三
年
目
の
夏
に
、
報
告
祭
、
野
外
ペ
ー
ジ

ェ
ン
ト
な
ど
復
興
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鎌
倉
町
役
場

が
新
築
さ
れ
、
鎌
倉
国
宝
館
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

【
鎌
倉
国
宝
館
建
設 

祝
辞
・
復
興
祭
写
真
な
ど
】 

〇
市
内
に
残
る
震
災
慰
霊
碑
（
写
真
撮
影
原
山
正
征
） 

震
災
後
、
社
寺
境
内
や
小
学
校
な
ど
に
慰
霊
碑
が
建

て
ら
れ
ま
し
た
。 

【
震
災
追
憶
供
養
関
東
大
震
災
記
念
碑
（
腰
越
小
学

校
）・
大
震
災
殃
死
供
養
碑
（
和
田
塚
）
な
ど
】 

    

   

〇
「
震
災
写
真
」（
飛
行
偵
察
写
真
）
偵
察
日
：
九
月
九
日 

 

震
災
直
後
、
横
須
賀
海
軍
航
空
隊
が
伊
豆
半
島
、
三

浦
半
島
、
館
山
湾
の
上
空
か
ら
沿
岸
部
を
偵
察
飛
行
し
、

震
災
被
害
の
状
況
を
記
録
し
ま
し
た
。
鎌
倉
地
域
は
六

枚
の
写
真
が
存
在
し
ま
す
。（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ

ー
資
料
「
震
災
写
真
帖 

第
二
輯
」
よ
り
） 

〇
震
災
応
急
測
図
原
図 

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
（
旧
参
謀
本
部
陸
地
測
量

部
）
に
は
、
関
東
大
震
災
の
被
害
状
況
を
記
載
し
た
「
震

災
地
応
急
測
図
原
図
」
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

地
図
は
、
関
東
地
震
直
後
の
九
月
六
日
か
ら
一
五
日
と

い
う
短
期
間
で
、
当
時
の
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
が
延

べ
九
四
名
の
要
員
を
配
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。 

鎌
倉
・
横
須
賀
・
浦
賀
な
ど
の
市
街
地
の
倒
壊
・
焼

失
の
状
況
、
鉄
道
や
道
路
の
損
壊
状
況
が
克
明
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。
【五
万
分
の
一
秘
図
地
域
「
横
須
賀
」「
三
崎
」
】 

〇
「
大
正
鎌
倉
大
震
災
写
生
図
」
鎌
倉
国
宝
館
所
蔵 

鎌
倉
在
住
の
洋
画
家
・
大
橋
康
邦
は
、
被
害
状
況
を

十
六
枚
の
水
彩
画
で
表
現
し
て
い
ま
す
。 

〇
「
鎌
倉
大
震
災
絵
巻
」（
全
六
巻
）
鎌
倉
国
宝
館
所
蔵 

鎌
倉
在
住
の
日
本
画
家
、
藤
原
草
丘
が
、
関
東
大
震

災
後
の
鎌
倉
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
す
。 

           

〇
鎌
倉
の
津
波
記
録
地
と
標
高
分
布
（
作
成
：
萬
年
一
剛
） 

大
正
関
東
地
震
（
関
東
大
震
災
）
の
津
波
に
つ
い
て

書
か
れ
た
手
記
な
ど
の
記
録
を
、
基
盤
地
図
情
報
を
も

と
に
作
成
し
た
地
図
上
に
落
と
し
た
も
の
で
す
。 

【
豆
腐
川
・
滑
川
流
域
・
稲
瀬
川
流
域
】 

        

〇
記
念
講
演
「
一
九
二
三
年
大
正
関
東
地
震
に
よ
る
津
波
」 

萬
年
一
剛
氏
（
神
奈
川
県
温
泉
地
学
研
究
所
） 

 

満
員
の
会
場
の
中
、
津

波
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
知
識
を
は
じ
め
、
大
正

関
東
地
震
の
津
波
に
つ

い
て
、
ま
た
、
鎌
倉
で
実

際
に
行
わ
れ
た
津
波
堆

積
物
調
査
に
つ
い
て
、
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

九
月
七
日
（土
） 

中
央
図
書
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

※
展
示
は
終
了
し
て
い
ま
す
。
会
期
中
は
、
の
べ
一
、
九
〇
一
名

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
巡
回
ミ
ニ
展
示
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 鎌倉・滑川流域の津波記録地

と標高分布 

従来の研究や記録と新た

な現地調査の結果をふまえ、

津波高、浸水範囲、進入経路

等を再検討して作成。 

 

関東大震災殃死供養塔 

（腰越浄泉寺）  

大正十二年九月一日 

鎌倉大震災絵巻 第 6 巻八幡祠前樹図（部分） 

鶴岡八幡宮の舞殿、楼門が全壊し、本殿が

大破している状況が描かれている。 

第 6 巻では、八幡宮から若宮大路に沿って、

鎌倉停車場付近を過ぎ、下馬の辺りまで描写

されている。 
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② 

         

【
日
米
海
底
通
信
中
継
所
記
念
碑
】 

 

一
九
〇
六
年
八
月
（
明
治
三
九
年
）
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
～
小
笠
原
島
間
の
太
平
洋
の
海
底
に
海
底
通

信
線
が
敷
設
さ
れ
、
日
米
間
で
電
信
が
開
通
し
ま
し
た
。

す
で
に
米
国
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
～
グ
ア
ム
間
を

敷
設
し
て
い
た
た
め
、
日
本
は
明
治
三
八
年
、
三
九
年

と
二
年
か
け
て
小
笠
原
島
～
グ
ア
ム
間
を
引
き
ま
し

た
。
グ
ア
ム
線
工
事
に
お
い
て
は
、
そ
の
ル
ー
ト
上
が

火
山
地
帯
で
あ
る
こ
と
、
過
半
が
二
〇
〇
〇
ｍ
の
深
海

で
あ
り
、
そ
の
最
も
深
い
と
こ
ろ
で
は
四
五
〇
〇
ｍ
で

あ
っ
た
た
め
、
念
入
り
な
調
査
を
重
ね
た
上
で
の
未
曾

有
の
大
工
事
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

開
通
当
初
か
ら
二
五
年
間
、
日
本
側
の
陸
揚
地
は
東
京

越
中
島
に
あ
り
ま
し
た
が
、
一
九
三
一
年
五
月
（
昭
和

六
年
）
、
鎌
倉
材
木
座
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
鎌
倉
へ
の

移
設
の
理
由
と
し
て
、
東
京
湾
内
で
の
漁
船
の
航
行
や

軍
艦
の
錨
に
よ
る
海
底
線
の
断
線
、
ま
た
東
京
市
内
電

車
線
か
ら
の
電
流
に
よ
る
通
信
妨
害
な
ど
人
的
原
因

の
障
害
が
頻
発
し
て
い
た
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

鎌
倉
に
変
更
し
て
か
ら
の
障
害
を
き
た
す
原
因
に
は

湿
気
の
急
変
に
よ
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

鎌
倉
中
継
所
の
建
設
地
は
、
材
木
座
海
岸
近
く
の
海
岸

通
り
と
称
す
る
道
路
に
面
し
、
敷
地
約
一
六
〇
〇
平
方

米
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
て
、
外
部
内
部
と
も

白
色
仕
上
げ
の
当
時
と
し
て
は
新
様
式
の
造
り
で
あ

り
、
道
路
側
の
垣
は
高
さ
一
ｍ
程
の
金
網
を
利
用
し
、

変
わ
っ
た
感
じ
を
与
え
た
も
の
で
し
た
。
ま
た
別
荘
地

帯
で
あ
る
鎌
倉
に
お
い
て
、
余
り
み
す
ぼ
ら
し
い
建
物

は
建
て
ら
れ
な
い
の
で
は
と
い
う
考
え
も
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

鎌
倉
電
信
中
継
所
は
、
戦
前
は
国
際
電
報
の
や
り
取
り

に
利
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
海
底
通
信

は
陸
海
軍
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
た
め
、
戦
中
に

は
軍
用
通
信
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
海
底
通
信
は
そ
の

後
、
無
線
通
信
の
急
速
な
進
歩
に
よ
り
利
用
が
減
少
し
、

一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
年
）
四
月
に
鎌
倉
電
信
中
継

所
が
廃
止
、
そ
の
後
Ｎ
Ｔ
Ｔ
社
員
の
厚
生
施
設
「
ゆ
か

り
荘
」
と
し
て
再
生
し
ま
し
た
。 

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
時
代
を
通
じ
五
十
余
年
間
に
わ

た
り
、
日
米
の
国
交
親
善
や
日
本
の
経
済
文
化
の
発
展

上
重
要
な
役
目
を
果
た
し
た
と
い
わ
れ
る
海
底
通
信

線
の
記
念
碑
は
、
こ
の
地
が
国
際
的
な
中
継
所
と
し
て

活
躍
し
た
こ
と
を
後
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
ゆ
か
り

荘
敷
地
内
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ゆ
か
り
荘
も
二

〇
〇
七
年
（
平
成
一
九
年
）
ま
で
営
業
、
二
〇
〇
八
年

（
平
成
二
〇
年
）
夏
に
取
り
壊
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ

の
記
念
碑
は
若
宮
大
路
に
面
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
鎌

倉
ビ
ル
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
（
参
考
『
日
米
海
底
通
信

小
史
』） 

 
 

協
力
：
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社 

 

大
船
村
「
大
津
家 

日
記
農
業
控
帳
」 

 

明
治
四
年
よ
り
三
十
二
年
ま
で
農
作

業
や
村
人
の
生
活
が
当
主
権
左
衛
門
の

筆
で
細
か
く
記
さ
れ
て
い
る
。（
解
読
中
） 

 

               

 

 

   

「日米海底通信の史跡」碑 
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》
寄 

贈 

資 

料 

紹 

介
《 

埋
立
地
図
面 

震
災
で
崩
落
し
た
霊
仙
崎
下
の
海
浜

を
埋
立
て
分
譲
地
に
す
る
計
画
が
一
九
二
八
（
昭
和
三

年
）
か
ら
始
ま
り
、
神
奈
川
県
や
地
元
住
民
と
の
折
衝

を
重
ね
、
埋
め
立
て
が
進
み
ま
し
た
が
、
初
期
の
計
画

通
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
に
は
最
先
端
の
造

園
家
（
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
ア
ー
キ
テ
ク

ト
）
戸
野
琢
磨
が

提
案
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
遊
園
地
計
画

も
あ
り
ま
し
た
。

一
連
の
資
料
が
事

業
者
の
子
孫
武
田

光
比
古
氏
か
ら
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。 

          

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
扁
額 

 

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
は
一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年

五
月
、
材
木
座
光
明
寺
を
仮
校
舎
に
開
校
さ
れ
た
大
学

校
で
し
た
。
四
年
半
の
短
い
期
間
で
し
た
が
、
学
ぶ
意

欲
に
満
ち
た
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
が
行
わ
れ
優
秀
な
人

材
を
輩
出
し
ま
し
た
。
こ
の
額
は
校
長
三
枝
博
音
が
彫

っ
た
扁
額
で
す
。
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
幾
何
学
を
学
ば
ざ

る
者
、
こ
の
門
を
入
る
べ
か
ら

ず
」
と
い
う
意
味
で
す
。
卒
業

生
（
廣
澤
榮
氏
）
ご
遺
族
か
ら

図
書
館
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

哲
学
者
三
枝
博
音
は
「
科
学

的
に
物
を
考
え
よ
」
と
い
う
意

味
で
こ
の
言
葉
を
彫
り
ま
し

た
が
、
科
学
的
に
振
舞
う
だ
け

で
は
い
け
な
い
、
人
間
の
世
界

を
力
強
く
生
き
抜
く
も
の
を

鍛
え
と
る
よ
う
に
し
ろ
と
い

う
箴
言
を
並
べ
た
か
っ
た
と

述
べ
て
い
ま
す
。（「
鎌
倉
大
学

廃
校
始
末
記
」） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
を
伝
え 

 
 

る
会
」
は
毎
年
五
月
に
光
明 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

寺
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

》
古
写
真
《 

撮
影 

鈴
木
正
一
郎 

大
船
駅 

            

北
鎌
倉
駅 

          

※
鈴
木
正
一
郎
氏
よ
り
寄
贈
の
写
真
は
現
在
整
理
中
で
す
。 

神奈川県鎌倉由比ヶ浜埋立地平面図

（1/600） 戸野建築図事務所（昭和 9 年

頃）  埋立地には、遊園地、一般住宅、

公園、ホテルが建設される計画であった。

遊園地には、 メリーゴーランドや遊技

場、ダンスホール、食堂、浴室、休憩室、

海の家などが配置されている。 

大船駅西口 昭和 42年 12月 3日 

明治 21 年 11 月 1 日開業。駅の本

屋は西口にあり、こちらが表口と

呼ばれていた。 

北鎌倉駅 昭和 44年 5月 18日

昭和 5 年より常設駅として開業 

鎌倉の入口にふさわしいのど

かな風景である。 
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》
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
む
か
し
語
り
）《
② 

滝
川
梅
子
さ
ん
（
由
比
ガ
浜
） 

 

―
―
坂
ノ
下
に
生
ま
れ
る 

 

大
正
四
年
、
坂
ノ
下
一
四
番
地
の
生
ま
れ
で
、
現
在

九
一
才
で
す
。
坂
ノ
下
と
い
う
と
こ
ろ
は
漁
師
町
な
の

で
家
が
び
っ
し
り
建
っ
て
い
て
、
家
の
垣
根
が
無
く
、

海
へ
下
が
る
の
に
、
他
人
の
家
の
軒
先
を
通
っ
て
ど
ん

ど
ん
歩
い
て
行
く
の
。
子
ど
も
の
時
は
海
が
庭
の
よ
う

だ
っ
た
わ
ね
。
国
道
が
無
い
と
き
は
砂
浜
が
広
か
っ
た
。 

 

そ
も
そ
も
、
う
ち
は
十
五
代
続
く
け
ど
漁
師
で
は
な

か
っ
た
の
。
紀
伊
国
屋
文
左
衛
門
の
話
に
あ
る
よ
う
な
、

蜜
柑
を
舟
で
運
ん
で
き
て
坂
ノ
下
か
ら
遠
く
は
群
馬

の
あ
た
り
ま
で
売
り
に
行
っ
た
ら
し
い
。
屋
号
は
「
善

太
郎
さ
ん
」
と
言
っ
て
、
お
じ
い
さ
ん
の
代
ま
で
は
そ

の
仲
買
を
し
て
い
た
の
ね
。
沖
に
荷
を
載
せ
た
船
を
泊

め
て
、
み
ん
な
で
蜜
柑
を
陸
に
揚
げ
て
、
う
ち
の
小
屋

に
は
蜜
柑
を
入
れ
た
石
炭
箱
が
山
積
み
だ
っ
た
と
母

か
ら
聞
い
た
。
蜜
柑
を
売
り
歩
く
人
を
ボ
テ
イ
（
棒
手

振
り
）
と
い
っ
て
、
お
お
か
た
み
ん
な
ま
じ
め
な
ん
だ

け
ど
、
中
に
は
途
中
で
女
遊
び
し
て
、
売
上
げ
を
無
く

し
て
し
ま
っ
た
人
も
い
る
と
か
。 

 

父
の
代
に
は
も
う
そ
の
商
売
を
や
っ
て
い
な
か
っ

た
し
、
「
漁
師
で
も
な
い
の
に
こ
ん
な
風
の
強
い
と
こ

ろ
に
居
て
も
し
よ
う
が
無
い
」
と
、
自
分
の
土
地
の
あ

っ
た
由
比
ガ
浜
へ
引
越
し
た
わ
け
ね
。
六
地
蔵
の
近
く

で
「
大
町
塔
の
辻
一
七
八
」
だ
っ
た
。
お
か
げ
で
津
波

に
は
遭
わ
な
か
っ
た
け
ど
。 

―
―
別
荘
・
貸
家 

 

坂
ノ
下
に
は
別
荘
や
貸
家
が
多
か
っ
た
。
児
玉
元
帥

の
別
荘
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
う
ち
も
二
階
家
の
大
き
な

家
だ
っ
た
の
で
、
王
子
製
紙
の
金
子
佐
市
さ
ん
や
神
田

須
田
町
で
銃
砲
店
を
や
っ
て
い
た
人
に
冬
場
だ
け
避

寒
に
貸
し
て
い
た
。
金
子
さ
ん
と
は
そ
の
後
も
母
が
長

い
こ
と
お
付
き
合
い
を
し
て
い
た
。 

 

「
海
月
旅
館
」
に
は
寒
い
時
期
に
東
京
か
ら
た
く
さ

ん
お
客
さ
ん
が
来
て
い
た
わ
ね
。 

―
―
高
浜
虚
子
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い 

 

祖
父
や
父
は
由
比
ガ
浜
な
ど
あ
ち
こ
ち
に
持
っ
て

い
た
土
地
を
人
に
貸
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
寸
松
堂
さ

ん
か
ら
佐
助
の
方
に
入
っ
て
す
ぐ
、
教
会
（
セ
ブ
ン
ス

デ
ィ
・
ア
ド
ベ
ン
テ
ィ
ス
ト
）
の
手
前
の
奥
に
高
浜
虚

子
さ
ん
達
が
能
舞
台
を
つ
く
っ
て
い
た
。
そ
こ
の
土
地

を
貸
し
て
い
た
の
で
、
祖
父
は
虚
子
さ
ん
と
仲
良
く
し

て
い
た
。
祖
父
は
話
が
上
手
で
、
よ
く
昔
の
話
な
ど
虚

子
さ
ん
に
し
に
行
っ
た
。
母
も
季
節
に
は
ヨ
モ
ギ
団
子

や
糸
切
り
団
子
を
作
っ
た
り
、
蕎
麦
を
打
っ
た
り
し
て

持
っ
て
行
っ
た
。 

 

虚
子
さ
ん
か
ら
頂
い
た
「
元
朝
の
氷
捨
て
た
り
ち
ゃ

う
ず
ば
ち
」
と
い
う
短
冊
を
私
が
小
さ
い
と
き
祖
父
か

ら
読
み
方
を
聞
い
て
大
き
な
声
で
そ
ら
ん
じ
て
い
た

の
で
、
姉
弟
は
び
っ
く
り
し
て
い
た
わ
。
他
に
も
太
い

字
で
上
手
に
書
い
た
短
冊
が
あ
る
と
思
う
。 

 

私
の
「
梅
子
」
と
い
う
名
前
も
、
祖
父
が
虚
子
さ
ん

か
ら
「
津
田
梅
子
」
の
話
を
聞
い
て
、
「
偉
い
女
の
人

が
い
た
。
そ
の
人
に
あ
や
か
ろ
う
」
と
梅
の
咲
く
二
月

二
十
三
日
生
ま
れ
の
私
に
付
け
た
の
ね
。 

 

そ
の
能
舞
台
も
関
東
大
震
災
で
潰
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
、
あ
と
は
う
ち
で
畑
に
し
て
耕
し
て
い
た
。
す
る

と
素
焼
き
の
瓶
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
。
舞
台
の
共
鳴

を
良
く
す
る
た
め
に
埋
め
て
お
い
た
と
い
う
話
。 

―
―
建
物
強
制
疎
開 

 

戦
時
中
六
地
蔵
か
ら
佐
助
に
向
か
っ
て
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
側
が
強
制
疎
開
で
壊
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
年
の

七
月
の
暑
い
日
で
、
今
思
え
ば
壊
さ
な
く
て
も
よ
か
っ

た
の
で
は
と
つ
く
づ
く
思
わ
れ
る
。
そ
の
あ
た
り
は
、

六
地
蔵
か
ら
入
っ
た
角
に
大
き
な
古
物
商
（
村
岡
屋

号
）
の
彦
地
さ
ん
、
今
、
藤
沢
ミ
シ
ン
屋
が
あ
る
と
こ

ろ
。
そ
の
隣
が
ブ
リ
キ
屋
の
飯
窪
さ
ん
、
そ
し
て
お
産

婆
の
杉
山
さ
ん
。
こ
の
方
は
針
谷
産
婦
人
科
病
院
で
長

い
こ
と
看
護
婦
を
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
隣
に
朝
鮮
総

督
を
や
っ
た
山
梨
半
造
さ
ん
の
大
き
な
お
屋
敷
が
あ

っ
た
。
隣
組
が
一
緒
で
塔
の
辻
十
三
組
と
呼
ん
で
い
た
。 

結
婚
し
て
住
ん
で
い
た
教
会
側
の
私
た
ち
の
住
ま

い
も
取
り
壊
し
に
な
っ
た
。
昭
和
二
年
頃
、
私
が
ま
だ

子
ど
も
の
と
き
、
よ
く
隣
の
教
会
の
庭
で
弟
た
ち
を
遊

ば
せ
た
。
六
地
蔵
の
と
こ
ろ
ま
で
、
め
っ
た
に
通
ら
な

い
自
動
車
を
見
せ
に
行
っ
た
の
も
今
は
う
そ
の
よ
う

な
話
。
あ
の
教
会
に
は
り
っ
ぱ
な
方
々
が
集
っ
て
い
ら

れ
た
わ
。
住
ま
い
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
教
会
に
売
っ
た
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の
で
今
、
教
会
の
建
物
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
バ
ザ

ー
を
や
っ
た
り
、
最
近
ま
で
バ
レ
ー
の
お
稽
古
も
し
て

い
た
。 

―
―
母
か
ら
娘
へ 

 

母
は
藤
沢
の
宿
場
の
旧
家
か
ら
嫁
い
で
き
た
。
市
民

病
院
の
近
く
の
陣
屋
小
路
の
「
松
田
屋
」
（
堀
口
）
と

い
う
殿
様
だ
け
を
泊
め
る
旅
籠
を
や
っ
て
い
た
と
聞

い
て
い
る
。
蔵
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
が
震
災
で
壊
れ
た

ら
し
い
。
母
の
父
は
学
が
あ
っ
て
、
鵠
沼
の
別
荘
の
方

に
「
論
語
」
な
ど
を
講
義
に
行
っ
て
、
そ
の
お
手
当
て

で
あ
ち
こ
ち
の
土
地
を
買
っ
て
増
や
し
た
と
い
う
。 

 

母
は
安
斉
へ
嫁
ぐ
ま
で
横
浜
の
大
地
主
で
多
額
納

税
者
の
牛
山
三
郎
さ
ん
の
家
へ
行
儀
見
習
い
奉
公
に

出
て
い
た
。
き
ち
ん
と
し
た
言
葉
遣
い
で
作
法
も
心
得

た
人
だ
っ
た
。
母
は
義
理
堅
く
、
奉
公
し
て
い
た
牛
山

さ
ん
の
う
ち
を
よ
く
訪
ね
た
。
五
歳
く
ら
い
の
私
の
手

を
引
い
て
弟
を
ね
ん
ね
こ
半
天
で
お
ん
ぶ
し
て
出
か

け
た
こ
と
は
母
と
の
思
い
出
の
一
つ
。 

 

七
月
二
七
日
の
お
諏
訪
様
の
お
祭
り
に
は
母
は
日

本
髪
に
結
っ
て
人
力
を
連
ね
て
藤
沢
の
実
家
へ
行
っ

た
。
横
浜
の
方
の
姉
妹
も
集
る
の
で
総
勢
五
〇
人
も
集

っ
て
に
ぎ
や
か
な
こ
と
と
言
っ
た
ら
。 

 

そ
ん
な
母
を
手
伝
い
な
が
ら
料
理
な
ど
を
覚
え
た

の
で
、
あ
と
で
苦
労
は
し
な
か
っ
た
。
お
正
月
の
準
備

に
は
樽
に
い
っ
ぱ
い
漬
け
た
数
の
子
を
す
り
鉢
で
ゴ

リ
ゴ
リ
と
擦
っ
て
甘
皮
を
取
っ
た
事
な
ど
思
い
出
す
。 

 

娘
時
代
は
お
花
と
和
裁
が
得
意
だ
っ
た
が
、
和
裁
は 

        

小
町
の
二
楽
荘
の
近
く
に
い
た
先
生
に
習
っ
た
。
前 

田
里
乃
さ
ん
と
い
う
方
。
そ
の
こ
ろ
小
町
に
は
「
待

合
い
」
が
あ
っ
て
、
先
生
が
芸
者
さ
ん
の
着
物
を
縫

う
の
を
手
伝
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
鎌
倉
に
は
女

中
さ
ん
が
多
か
っ
た
の
で
五
、
六
人
に
和
裁
を
教
え

た
こ
と
も
あ
る
。
結
婚
の
時
は
巾
の
広
い
裁
ち
板
を

持
っ
て
き
て
一
所
懸
命
縫
っ
た
。
急
ぎ
の
物
は
寝
ず

に
縫
っ
た
わ
ね
。
そ
し
て
生
活
の
糧
に
し
た
。 

―
―
平
和
へ
の
思
い 

 

戦
争
で
、
義
兄
（
姉
の
夫
）
が
海
軍
で
戦
死
、
滝
川

の
兄
も
戦
死
し
、
私
の
弟
た
ち
も
、
長
男
が
北
支
へ
、

次
男
、
三
男
が
軍
隊
へ
行
っ
た
の
で
、
両
親
の
子
供
を

思
う
気
持
ち
は
本
当
に
哀
れ
だ
っ
た
。
武
運
長
久
を
祈

り
、
氏
神
様
や
大
塔
宮
に
参
り
、
陰
膳
を
す
え
て
元
気

で
奉
公
で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
た
。 

 

私
は
昭
和
一
三
年
に
結
婚
し
て
昭
和
一
三
年
、
一
六

年
、
二
〇
年
、
二
三
年
に
子
供
が
生
れ
た
。
そ
の
頃
は

親
の
家
作
に
住
ん
で
、
母
が
子
守
も
手
伝
っ
て
く
れ
て
、

の
ん
き
な
も
の
だ
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
戦
後
昭
和
二
五
年
に
日
立
に
勤
め
て
い

た
主
人
が
労
働
組
合
の
委
員
長
を
や
っ
て
い
た
こ
と

で
首
切
り
の
パ
ー
ジ
に
あ
っ
た
。
裁
判
を
し
て
会
社
側

か
ら
貰
っ
た
物
を
も
と
で
に
仲
間
と
ダ
イ
カ
ス
ト
の

新
し
い
仕
事
を
始
め
た
。
そ
の
主
人
が
亡
く
な
っ
て
も

う
一
七
年
に
な
る
。
私
が
「
新
日
本
婦
人
の
会
」
の
平

和
部
会
に
入
っ
て
広
島
や
焼
津
へ
行
っ
た
の
は
だ
い

ぶ
年
を
取
っ
て
、
五
〇
才
か
ら
六
〇
才
頃
の
こ
と
。
ま

じ
め
な
真
喜
志
（
康
守
）
先
生
と
広
島
の
原
水
禁
大
会

に
行
く
と
昼
も
夜
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
び
っ
し
り
で

た
い
へ
ん
だ
っ
た
。 

 

鎌
倉
の
古
め
か
し
い
家
に
生
れ
た
私
が
こ
ん
な
活

動
を
や
っ
て
い
る
の
で
不
思
議
に
思
う
人
も
い
る
わ
。

で
も
お
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
て
、
こ
の
冊
子
『
戦
争

を
知
ら
な
い
子
供
た
ち
に
！
』
（
健
康
で
豊
か
な
老
後

を
つ
く
る 

鎌
倉
市
民
の
会
編
）
に
は
懐
か
し
い
人
が

文
章
を
書
い
て
い
る
。
小
町
の
藤
井
静
江
さ
ん
、
山
崎

の
宇
治
産
婦
人
科
で
働
い
て
い
た
渡
辺
さ
き
さ
ん
、
七

里
ガ
浜
の
磯
田
鈴
江
さ
ん
、
腰
越
の
渡
辺
源
三
さ
ん
、

山
ノ
内
の
高
木
慶
子
さ
ん
、
宇
都
宮
襄
治
さ
ん
、
宮
地

元
さ
ん
な
ど
、
し
み
じ
み
読
み
返
し
た
わ
。 

（
２
０
０
６
年
夏
、
滝
川
梅
子
さ
ん
の
お
話
） 
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